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取扱説明書を必ずご参照下さい 

【形状・構造及び原理等】 

1. 外観形状、構造 

 

2. 体に接触する部分の組成 

額当て、顎支え：ABS樹脂 
 

3. 機器の分類 

電撃に対する保護の形式：クラスⅡ機器 

電撃に対する保護の程度：BF 形装着部 
 

4. 電気的定格 

(1) 本体 

定格電圧：DC 12 V 

電  源：専用 ACアダプターより供給 

定格入力：30 VA 

(2) ACアダプター 

定格電圧：AC 100-240 V 

電  源：交流電源（単相） 

周  波  数：50-60 Hz 

定格入力：700 mA 

出       力：DC 12 V/2.5 A 
 

5. 寸法及び重量 

高さ 450 mm  

幅 245 mm  

奥行き 430 mm  

重量 16.0 kg (許容範囲：±10%) 

 
 

6. 動作原理 

本製品は、「加圧空気（パフ：Air Puff）」を被検者の

被検眼に吹きつけ、被検眼の角膜の変形状態を光学的

に計測し、マイクロコンピュータ回路が演算を行う事

で眼圧を計算して表示する。 

本製品は、被検者の被検眼に瞬間的に空気が触れる

だけであるため、本申請品目は麻酔剤を用いることな

く使用される。 

本製品は、被検者の左右の被検眼を繰り返し測定す

る事で平均値を計算し、その値を測定値として表示す

る。 

 

【使用目的又は効果】 

眼球内の圧力を眼球壁の緊張度に基づいて角膜を介して

測定し、情報を診断のために提供すること。 

 

【使用方法等】 

 詳細は取扱説明書を参照のこと。 

 本製品の使用環境は次のとおり。  

温度（℃）   ： ＋10～＋35 

相対湿度（％）： 30～75 
 

1. 使用準備 

(1) 本体に AC アダプターを接続し、コンセントに接続す

る。 

(2) 本体前面の「電源ボタン」を押して、本製品の電源を

投入する。 

(3) 自己診断テストが開始し、完了後に異常が認められな

ければ眼圧測定/加圧空気吐射部の位置に合わせ、右

眼測定位置にあれば画面に「R:READY」、左眼測定

位置にあれば「L:READY」が表示される。 

(4) 本体被検者側の眼圧測定/加圧空気吐射部前面のキャ

ップを外す。 
 

2. 使用前 

＜使用方法等に関連する使用上の注意＞を参照のこと。 

 

3. 使用中 

(1) 本製品は眼圧測定/加圧空気吐射部の位置に合わせ、

右眼測定位置にあれば自動的に最初の被検眼を被検者

の右眼に設定し、左眼測定位置にあれば自動的に最初

の被検眼を左眼に設定する。 

(2) ジョイスティックを使用して吐射部を手前に引いてか
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ら被検眼方向へ移動させる。 

(3) 被検者に対して顎を載せるように求める。 

(4) 顎支え上下調整機構の高さを調整し、被検者の外側角

膜を垂直支持部の印の位置と合わせる。 

(5) 他方の手で本製品の吐射部を動かして被検眼が観察/

照準調整画面の中央に見えるように調整する。高さの

調整はジョイスティックを回して行う。 

(6) 被検眼の虹彩像が十字の線状照準目標と合うまで可動

部を被検者に向かって移動させる。 

(7) ジョイスティックを使用して吐射部が自動吐射を誘発

する正しい焦点位置まで十字の線状照準目標の焦点を

合わせる。自動的に被検眼の眼圧測定を 4回実施する。 

(8) 2回続けて測定値の差が±1 mm Hg以内の場合、短い

音が鳴る。測定が実施されない場合、または不良実施

結果が記録された場合には長い高音でそれを知らせる。 

(9) 他の被検眼の測定を行う場合には (4)～(8)の手順を繰

り返す。 

(10) 印刷/メニュー選択ボタンを押すと測定結果を印字す

る。 
 

3. 使用後 

使用後は眼圧測定/加圧空気吐射部前面にオレンジ色の

埃避けキャップを付ける。本体前面の「電源ボタン」

を押して、本製品の電源を切る。本製品が汚れた場合

には【保守・点検に係る事項】に準拠した方法で清掃

してから保管する。 
 

<使用方法等に関連する使用上の注意> 

・ 被検者と本製品の光学部が直接光（無影灯または太陽

光等）の下に位置しないようにすること。 

・ 可燃性ガスの前では使用しないこと。 

・ 液体に浸さないこと。 

・ 処置を開始する前に本製品及び各構成品に異常が認め

られないことを確認すること。 

・ マルチタップから本製品の電源を供給しないこと。 

・ 使用前に消去/デモボタンボタンを押して加圧空気を

吐射させ、本製品内部の微粒子を一掃させる。 

・ 処置中は被検者の状態を必ず確認すること。 

・ 処置中は本製品の表示を必ず確認すること。 

・ 本製品に埃がかからない場所に保管すること。 

 

【使用上の注意】 

<重要な基本的注意> 

・ 携帯電話等の電磁波を発生する機器を本製品に近付け

た場合には本製品に影響を及ぼす恐れがあるので、そ

れらの機器を本製品に近付けないこと。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

1. 保管条件 

温度（℃）   ： ‐10～＋50 

相対湿度（％）： 10～80 
 

2. 耐用期間[自主基準] 

5年間（指定された保守点検を実施した場合） 

ただし、使用状況によって差異が生じることがある。 

なお、耐用期間内においても定期交換部品の他、消耗

部品、故障部品、著しい磨耗、劣化及び破損などが生

じた部品は交換が必要な場合がある。 

 

【保守・点検に係る事項】 

1. 使用者による保守点検事項（使用前毎回） 

(1) 本体外観の損傷の兆候を目視で確認すること。 

(2) ヘッドユニット外観の損傷の兆候を目視で確認するこ

と。 
 

2. 清掃・消毒の方法 

(1) 本体の光学レンズ面：毎日、患者ごと 

• 綿棒にイソプロピルアルコールを湿らせる。 

• 綿棒の先端が円を描くようにレンズの周りを清拭

する。 

• 汚れを残さないようにすること。 

• レンズへの汚染を避けるために綿棒は 1 回ごとに

廃棄すること。 

(2) 製品本体外装：1回/週 

• 外面を 2％洗浄液又は 70％アルコール消毒液で湿

らせた不織布で清拭する。 

• 装置内に溶液が入らないようにすること。 

• 不織布に溶液を過剰に浸み込ませないで用いるこ

と。 
 

3. 業者による保守点検事項 

本製品を安全に使用するために業者による保守・点検

を推奨する。詳細は製造販売業者へ問い合わせのこと。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者：株式会社 キーラー・アンド・ワイナー 

TEL : 03-3815-7787 FAX：03-5802-5931 

製造業者     ：Keeler Ltd.（キーラー社 英国） 
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